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１．研究計画の概要 
 本研究では，水産業への被害が大きな問題
となっている磯焼け海域において，海洋深層
水の放流による藻場修復を行うことを目的
としており，そのために以下の研究を行う． 
 
(1) 現地での藻食動物（ムラサキウニおよび
藻食魚類）の分布調査，ならびに摂餌および
行動パターンの実験によって，藻食動物の摂
餌圧推定法を確立する． 
 
(2) 深層水を用いた海藻培養実験，ならびに
流動モデルと生態系モデルを用いた数値シ
ミュレーションによって，藻場修復効果の予
測手法，すなわち磯焼けに対する深層水放流
の処方箋を確立する． 
 
(3) 深層水の放流効果を上げるための滞留を
目的とする構造物を提案し，現地実験と水理
模型実験，ならびに流動モデルと生態系モデ
ルを用いた数値シミュレーションによって，
深層水の効果的滞留手法を確立する． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 高知県海洋深層水研究所地先海域におい
て，潜水による海藻およびムラサキウニの現
存量調査を行い，海藻現存量とムラサキウニ
現存量に正の相関があることを明らかにし
た．また同研究所内において，ムラサキウニ
のクロメおよびマクサに対する摂餌実験を
行い，クロメ，マクサ共に水温が高くなるほ
ど摂餌率が高くなり，水温に対する増加傾向
は夏場に傾きが小さく，冬場に傾きが大きく
なること，クロメとマクサでは同環境でも摂
餌量に違いが生じることを明らかにした．さ

らに同研究所内において，イスズミおよびブ
ダイの水温変化に対する行動パターン実験
を行い，対象魚は水温の低下に対し，低温の
水塊を避けるように移動すること，水槽内の
水温が全体的に低下すると水槽の底で動か
なくなり，摂餌行動も停止することを明らか
にした．これらの実験結果を基に藻食動物の
摂餌モデルを開発した． 
 
(2) 高知県海洋深層水研究所地先海域で藻場
が構成できる可能性のあるクロメおよびマ
クサを対象として，水温，栄養塩，光強度を
それぞれ系統的に変化させた培養実験を行
い，各種の成長モデルに必要なパラメタを取
得するとともに，海洋深層水と表層水の混合
割合を系統的に変化させた海藻培養実験を
行い，モデルの検証を行った．また，(1)で開
発した藻食動物の摂餌モデルと統合するこ
とによって摂餌圧を考慮した藻場生態系モ
デルを構築し，各種数値実験の結果から，水
温低下によってその海域の海藻摂餌圧は抑
制できること，藻場全体の摂餌圧を減少させ
るためには大規模な水温変化が必要である
が，滞留をさせて重点的に低温水塊を作ると
抑制効果が大きくなる可能性があることを
明らかにした． 
 
(3) 高知県海洋深層水研究所の近隣の漁港内
にある遊休泊地において，滞留構造物内への
放流を模擬した海洋深層水放流実験を行い，
放流口にネット状の筒を取り付けるなど工
夫することによって深層水が高密度でゆっ
くりと進行し，直接放流よりも効果的に滞留
させることが可能であることを明らかにし
た．また，大阪府立大学内において遊休泊地



での放流実験を模擬した水理模型実験を行
い，現地実験での結果と定量的にほぼ一致す
ることを示し，今後海底地形の影響や藻礁の
影響などを調べる際に，水理模型実験が有効
な手段となることを明らかにした． 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
 当初の計画では，平成 20 年度までに上記
(1)藻食動物の摂餌圧推定法の確立，および(2)
藻場修復効果の予測手法の確立を終了する
としており，計画通りに現在(1)および(2)に関
する研究は終了している．また(3) 効果的滞
留手法の確立については，現地実験および水
理模型実験まで修了しており，流動モデルの
開発についてやや遅れているものの，全体的
な研究の進捗状況としては，ほぼ計画通りで
あるといえる． 
 
４．今後の研究の推進方策 

今年度が最終年度となるが，(3)効果的滞留
手法の確立についてやや遅れ気味である流
動モデルの開発を上半期の課題とする．昨年
度行った現地での放流実験ならびに水理模
型実験結果を基礎とし，流動モデルと生態系
モデルを統合した滞留効果予測モデルの確
立を目指す． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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